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◆こんな症状はありませんか ～ コマツナのFJ小言虫複言～

◆施設における三期の高温対策 ―散水Drt理による昇温抑制効果～

◆スイートコーンの品種LL較 ～消費者に好まれる品種選択をめざして一

◆ブ(王子のパッシヨンフルーツ栽培 ～特底化を目指す後継書を支援～

◆直売所における切り花出荷 ～物日における出荷実懸～

◆晨菜使用よ必すラベルを確認して 一 リーフレットの活用を～

◆―ロメモ!天敵を用いたナシの人ダニ類防除

◆一ロメモ |こ存知ですか 希少tJ「ひのはら紅京J

◆お知5せ

や 東 京 都 産 業 労働 局



∽ 個磁

江水地女ては 施 設をlHいたJマ ツ十の周年

社半が席んに行われており 出 大 や サイトヘ

のサ虫ネツトの民■やUV"ツ トライル2の 利

用など 地 上全体でJす ガやアす
ヤミウマ想lP督

への対■か市じられています

近年 |・L ltいlT状が出ているが今まこの言よ

とは違うようたJと の声力i普及センターに行せ

られ 訓 査したとこちJす ″=や トビムシの■

F,tよ る世どであることカヤ川明しました 他 の

キよ社喜と淀同され 兄 Plされやすいたわ 今

後も注意,1必要てす.

コナタニ類

体長05mmtt後  i[卜 との祐円形をしたキヤ

に小さなア■て ■ 'レ ンツサのじにまけや茶

の奇形を,き Eこ す吾よとして抑られています

(写真 1左 lj

コマツナての社害は に 来 根 の食どによる

合す後の■荷不良や立札れわt"ら れていました。

し,し  大 量に発■した場合は業を■■しJ さヽ

とに班を!Lじること r,兵 1台 上)志 部のFt

せては☆に奇形を引言起こすことわ'解'ま した.

コすすや'ザ ヽウヤ類の初珊世」といています

が 率 先や秋 に 科書か集中し 内 限で子虫が

見つけ引|い場合は ,す アニ知の社章力trtわれ

ます ● 卓 1右 T).

こんな症状はありませんか

～コマツナの微小書虫被書～

から社に力■十て発」ニナみらイtます 上 IBIⅢや地

表面に生3し  jt水 を動苫」る墳は胡今されま

す力ヽ 通■ではほとんど根七!を起 し=_rん j

lt設耐場で ■6-8日 に大止発!にする坊合が

あり こ の1けに業身に表皮をIL〈成した食lHが

,つ 7つ と発生します (すlt 2在)jキ スナ′

′ヽヽムンの食痕に良く11ていますが 収 無高前

から社督か急増し 半 ■で細j「〈小きなX也 の

」、がびュんび十た眺れている"合 は ア ヤ トビ

■,の 松どが虹われ,す じ 英2有 上十

写真2 な i葦の自痕  右 上 :アヤトビムン

右下 :簡易トラッブ

被害回避にむけた対策

これらの「1小害段には 現 在0録 住業がない

ため発生後の対策は難しい状況【す

発生を恒力抑えるによ十防的な対策が基■で

あう に,来烈な推肥をf‐入しない O llll 米

ぬかなどの有性“"じ||を大並にlt‖Lた戦合は

新れまでのコ阿を十ち}とることなどうi重要です

伴せて ユ サや情|し場PFとなる松督Hfや‖【檀氏

さ (lH来など)を 田場内に披世せす 末 早〈片

付けることもポイントですさ

これらの微小挙よの写3生「を見侵る↓支術とし

て ,ナ タニ想では勢 酵けとHよⅢ【をコ月|した

よい批 トラップ ト ビ″、シ類ではブラス十 ァクコ

ップを利月|した間易 トラ ′ブ (T―■ 2有 ド)力i

あります.早 期発電で社章を舟小限に」|えまし

よう.詳 しくは 普 及センターにごIR註下さい.

写真  ヽ左 :生育不良   右 上 ,葉の白斑

右下 :霊遠への寄生

トビムシ類 (アヤトビムシ)

小長25mm 法 灰この‖]長い上どよ ● 立 にな



施設における夏期の高温対策

～散水処理による昇温抑制効果～

写真 ハ ウス内の頭上族水装置と敵置場所

緑馬区や祇橋区では lF市 農業tI普パワ
ーア

ップ事業の活用などによリビ■―ルハウス等の

整備が進み 野 楽や花きの施設報培力理 んにな

っています。

しかし 近 年は温暖化等の影響もあ' 夏 期

の高温対策が大きな諜磐となっています。

そこで 施 設における夏期の高温対策のポイ

ントと 現 地で調在した散水処理の幼果につい

て組ケします。

昇漏抑制について

施設における夏期の高温対策は い お“=昇温

を抑常Jできるかかポイントになります。昇温抑

制には 地 上部 (施設内)の 温度を下げる方法

と地下部 (根圏)の 温度を下げる方法がありま

す。現在 地 下部の温度を下げる方法として

地,最抑制マルチ (白黒マルチなど)の 千J用が広

がっています。
一方 地 上部の温度を下げる方法としては

①進光 0換 気 0気 化集の利用などがありま

す。このうち 近 光資材 (連比率30～ 50%)

と循環扇 (フアン)の 組み合わせによる高温対

策が広く行われています。進光時間は10～ 15

時の間にとどめ ,中 の換気のため循環扇も使

用します。

気化熱の利用は 水 分が蒸発するときの温度

低下 (気化熟)を 千J用するもので 夏場の 「うち

水J幼 呆と同じ考えです。散水することで 1に

物作やその周りの温度を下げようとするもので

最も手軽に実施できる方法が散水や権水です。

昇温抑制効果の確認

様馬区内で施設すス教培を行うP_家の協力を

得て ビ ニールタヽウスの上部に取り付けている

「頭上海水装置Jを 利用し 高 温時の13～ 15時

に散水 (シヤワー状の水i高)処 理を行い ハ ウ

ス内の気温と湿度の変化を調べました (写真)。

なお 散 水にはキ声水を使用し 隣 接する同規

模のフヽウスを対HR区としました。

0時   1時    12時    “ 0時

口 散 水処理による豪温抑 効果

その結IF 外 気の温度力増5【を超えた晴天日

のハウス内の気温は 散 水処理を行うと約 2～

3t rt下することがわかりました (図)。また

款水時の湿度は 45%以 上になっていましたが

ナスの生育には影響がありませんでした

今後の取組について

散水 した水の粒子力状 さいと こ 費や花を涌

らすため 過 湿となって病気の発生を助長した

り 報 塔品gに よつては 品 質低下を担くこと

が考えられます。そこで 東 京都農林結合研究

センターでは 「簡易ミスト冷房Jの 開発が進め

られています。こイJま 水 の粒子が剃かい籍状

で 植 物体に水前がつきにくいため よ り効果

的な高温対策う可 能になり 生 産向上に球がる

ものと期待されます。

今後も 気 化熱の利用をうま〈取り入れた高

温対策について検討してい苫ます。
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スイートコーンの品種比較

～消費者に好まれる品種選択をめざして～

あきる野市のスイートコーン生産

西夕呼lr比はスィー トョーン枝特かj単んで

市売'i′"、今モ市吊になつています (匂rt l)

h11'`対 もイHr■ "モ多、、v‐は,き る]町1すで エ

要冊rFめ J― ルトラッシュJを 中じ■二年たに

とL「【営lt rt 言ヽ| .

市内のスイートコーン壮Fjtはまっ[中tの たわ

」工 者 まi古■古ti好も大房【 付 frのはい『fl

を投培 しています ま たRて 削れにくいなと

liFtのと場きt工紀これます

そここ普及tン ,一 ま 上 11イ担性を,|に】L

レlt培を行いました

写真1 直 売所に並本スイートコーン

比較栽培の概要

使IJした‖古“ 桁 祉  よ よの血Ⅲて 上 要品

IFの 「Ir―ル トラ ,,ュ  !Jし にしました 3

月26■1品|■よJF」Lマル十状午で llコ1=ま トン

■'て 社社に=tた .1112H日 桁宙は岳地マル

ま 生 首と収種物の品質

■技Frてす

「ヤール トラ ′,ュ どはlf度打iドⅢⅢⅢてし

た 「イトコイールJ― ンケラビス |は  竹 工

,|「ゴールド,ッ シュJよ う約31車■( i丈

市ⅢⅢよ■tt“ⅢⅢこにたt「 エヽルコーン, ま

半丈 市 柑市な J― ルトラ ナシユJと 刊■ =

で 刊 皮lli i lす杓J〕=二 くなりiし たさ「ラン

チャー世 の 竹二 」 「=― レトラ ッシエJ■

,少 なくなⅢました 1共)

写真2 上ヒ喪利培国場のtF子

今後の取組

■二十ンターよこれからも■と古とともに良

『|」i売をHtt L I Ⅲl型】Jの|■社Jセレ セ1地方じ

やJとlWi判 ⅢllfJ II,,′ メイガ■"荷 古 tr

防■についてFt合的にせ々活をJることで 生 荘

の■tと lrムをrⅢ iす!
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∞ 個田

八王子の
パッションフルーツ栽培
～特産化を目指す後継者を支援～

写真2 新 出荷梅と 「本る一みんJ

写真1 逆 L字在立て

販売促達の取組

地元ib投者にはまだコ‖染みおi=く  【 実をII N

売するには PRや 生本方の十Bイドが 必要てす.十

■■ンター=よ レツどゃいo,の 作成 す 中方
の討Jヽ を通して販売促進=張 を行いました

また十十レンブ】!十支援センターとの辿】;tよ

り 上 tF組合のキ十ラクチー 「ある一みたJと

打出1,箱"!先成し 幣 替サけとして好仔を打まし

た 1写真2)

さらに 上 亡者のT(ド的な営業活動により市

内洋 子々情与て前ill化が進ネ そ の |つが平成

25年度の「八王子T-1(手 ■産)′ランブリJで
fltt Frょに押= 地 7Lての知名ヒカイ5まりまし

た

八千子市内では平成201:以|, ハ ッシjン フ

ルーツのす|し‖■ ヽJし た後Hよ古をⅢ心に Jl
チわ i広がⅢ=し たtttll iンターて よ ヨ L=て

■丘すのアルーブ市動を推iLし 技 !1技‖1向 に

やlJttl赳牛の夕而的なとれに取Ⅲ組み言tた

平成241:rfには「」A八 千子本ッション7ル ー

,■ 柱ヤR合 (以下■と組合,Jが設立され 打た

な打亡品にしようという性延か高まっています

八王子市内での栽培方法の検討

パッシコン7ル ーツ|1湿,な 鳥Li地 域で壮

培力`」たんてすが 八 王子よ点“朱件が早なるた

め低廿期を進けた栽‖と■りますjま たJttt

は と ,↑作ロカ||とにあるため 北 培管理の省カ

化がと須辞速てした ■ こで半次センターでは

側場での■市状 PLやRttj5P卜をイiい 八 十■に

合った作1! lt iて方■tモ定千↓しましたぃ現在

七十している栽特れ要をヤ門介します

百苗 :前年SJに liし租 した古を加1温施設内て

告チ早L iFlt,2ol‖ Jま で生青させますj

作型 ,4】 下句-5月 に切ロ エ 町マル手を取

融し た 「rL々 す.侍 |しま|〕 卜旬|ら ●u言Ⅲ

人 に,ル , らヽ杓m日 後に収れとなります 十表).

衰 A=子 市内ての作型

仕立て方 i■■1,II ri=までJ!おしたら 主

性を声うにIn'た 後水■にiおりし 側 f=を下壬

どせて持呆苫せ=す (与,1「 迂し宇仕立て」‐

子f8にlLべ1ム「性 iケ リ=す が 宝 栃ヤ|1枝

fl☆作業がな材なため労力!にはに岬胸 =す

施肥 :株元かう‖tれたttrに綱担が注く〔く,

布するため 壮 !じは全而施阿打ツた本ですt定 化

1+の五け性  共 文肥大Fl姑後 lj巳11世JU“すとメ

ですj

病書虫防昧 :7イ ラムラ類が燦介する,イ ルス

ヽ 投 荷 カ ポムン頌ホうと生するため 査 針楽

今後の展開

F,と生活にIⅢ十てはまだ夕くの1丹恒がありま

す ■ ■センターで よ 加 猟施設導ス |=る 作
サJft大 状 培方よの性討などをJJじて 特 と化

をJ特す■と組合の活動を上拡していきます.

iご ヽEⅢ ,と,

ヽ【(震加■,

五五

0車 しを さ い上ヤ 京普え 0定 ● □ uIS



～物日における出荷実態～

農業振興事獅干技術経台調整係

者F内共同直売所では ホ
ームユース7ラ フー

の人気が高く け 長)お 征やお役岸といつた

物日には行夕」ができるにどの売れ行きとなって

いますち最J■では 生 産者の教若技術の向 にや

施故化により 品 目や収種期間も拡大してきま

した。一方で 一 部の亡売所では地助TLの品J

力i限らILるため 仕 入れ品で補売するといつた

例もみらイ■ます.

そこで 鞠 !内直売所における出荷状i■の実惑

と評題を把握するため両■を突化しました。

調査の内容

祠れは 8月 盆及び9月 仕岸の'i期に 西 多

康 高 多嘩及明 ヒ多時地域の5″所の共同直充

所を対象に実施しました

平成25年8月lS H-15日及び9月17日ヽ 21

■の千前に直充所を訪問し Dは ■者数0出荷

品ROM売 価l.Kを調査しました。

写真 直売所における切り花の出荷|ズ況

調査裕果の概要

共に示したとおり 8月 盆には雄へ26品目の

切 り花が出荷され 全 ての直尭所でケイトウと

ヒヤワリ,i出荷吉ltていました。Aド 売所では

出 lI者が 3名 と最も少なかったものの 吊 日歓

は最も多い17品日でした 一 方 8名 が出l「し

たE直 売所では9品 ]の みの出荷でした.

し月彼岸 まさらに多く 全 体では抑品目が出付

され を直売所で出荷されていたのは,■ クでし

た。また 他の直売所の 町荷者数がS月 盆より減

少傾向にある中で C直 売所では出荷昔 品日と

もに最夕でした A及 びCド 完所では杖培技lj

の高い生産者が飾]の ′`ラエテイを坤やすとと

もに高品質化に責敵していることが何たました。

販売Jl価ま 才 けエンタルユリが入ると高〈

なります"i焼 ね210円～鍋0ドj/束の性田でした。

なお D直 売所以,卜では ‖ 入れ品ヨーナ
ー

が設 チられており 占 有面積は切り花販売面積

全体の2-6割 と直売所によつて大きく景なっ

たものめ 地 域との売れ行=の 方が好r3でした

白高こ日のカ ンコ内のま■ば取りない●京所ま

課題と今後の展開

最近では者F内直売所にPOSシ ステムが導入さ

れ 販売動向がわかるようになつてきました し

かし切り花については 複数品gを 束にするこ

とも多く 品 日毎のアータ把握はてきていません.

今後は7月盆や3月 ,岸 の調査も行い 需 要

胴の傾向を分析することて 我 培品目及び出荷

剤の拡大にi子用していきます.

表 各 直売所における切り花出納 ズ況

地域   l  t'″   1  西 すほ  1両 多ぼ

E=所    A 1 0   0 1 0 ! E

250～  1200-

0ぅ01  400

麟
価格 (円)0∞ ヽ

1  /京 1 600

ケイトウ ヒ'ワ リ● 7ス ター コ■ク 方
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シュ,コンアスター スブレーイク チ'シ ヨ

ワレiコウ ヒメヒ7ワ ウシンツ十一 ス'~

テス イミナニシユーオルビア ヽオズイ(1 )

出荷品目

(電本2 0 1

出行青互 I   Ⅲ    Ⅲ    Ⅲ 41  S

山i品 日空I  Ⅲ 21   31  16

価格1中と300ェ1 25030けヤ車   0∞ |  ~ウ
~   0∞

自  う 考f上哲ケ多卓ア′缶ど|
被
|     |ク =テ ツウ トルコf々 ョウ コスtlス LAユ

言催0最巨悟お哲ル▼せよ哲ナ7う7ナfラ(延末30)|ゥ;,斉ち=|十貫すとす女亨ヶう'云貫'
■ ヒガンバナ トウガラシ オ■シ^タ ルム

ハイビスカ天 スうシユウ オウエンタルユウ

スブレー■ク オヽチエシ ンウタスター(1 )

Ⅲ   1 2
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平成あ年度 をF内において誤つた農楽の使用

事例が続けて報キされました。ひとたび残留煤

棄の基準値を超過し 農 に物の回取命令なと力i

発表さ4■ると 誤 使用した農業者だけでなく眼

売した直売所 ひ いては東京の農業全体の信用

まで失うことになります。模索散布の前には

使い情れた農棄でも 作 物名 希 駅倍卒 使 用

時期 使 用回軟などを 必 ずラベルで確認して

から使用するように亡均■)(ド さい (写真 1)、

次に 部 内でこれまでに報告された謀った農

業の使用専,,を挙げますので 安 全 安 心な催

笹物の社培に役立てて下さい。

対象作物を間違えた例

A市 の農米者は 対 象作物に草録がない膜楽

を 使 用可能と誤甜して散布してしまいました。

この事例は JAの 直究所で販売されていた作

物を都の検査機関が分析して 残 留基準値を超

出する値が検出されたために発生しました。

根が隣の農案を吸収した事例

B市 の農業者は 定 仙前に加土壊と混和する

救センチュウ刊 (世刑)を 使用しました そ の

後 そ の11と隣接する場所でttをした作物を残

留農栗検査したところ 殺 tン ■‐,刑 の残留

がIJ明しました こ の事
rlは 土 壊Ⅲで隣の作

物が根から農準を吸収したものです。洪産物の

安全ttを確保するためには 土 壕肘剤などを投

用した畑やその隣接地には そ の農業に登録の

ない作物を教培しないように注意が必要です。

生産獲屋の記張と確認

摸業のラ本ル確認にllDえて 生 産履_rの記帳

と出荷前のlle訟を行います(写真2).対 箕作物

倍幕 使 用時期や□孜などが正しいか 再 度チ

`″ クすることで 誤 つて鰐菓を使つてしまっ

た農逆物の出荷を米外に防ぐことが出来ます

リーフレットの活用を

東京都では 今 回の事例をまとめたけ―フレ

ット「農業は通正に使用しましようJを lr成し

ました。刑費者に安全な撲産4Wを提供していく

ため ど ―読をお願いします。リー7レ ットは

健業閃孫機関の窓口に笹いてありますのでご利

用下さい。

写真2 生 産履歴のEB帳

写真 1 演 薬散布前のラベル確認



天融を用いたナンのAダ ニ類防除 と存知ですか、希少な「ひの1よら紅茶JI

府中市は古くからナンの生産ち唯 んな地弦で

すが 近 年ハダ■類力r多発し そ の効栄的な防

性が課題となつています。ハダ=類 は菓剤抵抗

性力tl苫 やすいため 化 学合成農率散布以タトの

防際方法を組み込むことが重要です。その1つ

として ハ タ■類の天故であるミヤヨカプリダ

=の 利用があります。

口多較郡指原村の紅末は 標 高4駒m前 後の

斜面に業畑があります。容は0℃ を下回る日も

多く 茶 Hl'I雪に埋もれることもある環境で社

培されています。出来上がった国産の和紅茶は

独特のまろやかな味と香 りが特徴です。

生産量が少ないため 村 内や近隣にある店節

「郁民の森 と ちの実」「やまぶさ家J「いろど

り屋Jな どで販売されています。

また 紅 楽生産者は親光協会寺と運雅して

紅茶の茶摘みや手もみ紅茶づくりなどの体残活

動を開催したり 任 茶アイスの販売に取組み

「ひのはら紅茶」の普及を図っています。

また 平 成25年12月に 「東京都エヨ燿産物側

度」に認ntされました。平成西年産rtL茶は 同

制度の記証マークを表示して販売されます。

昨年府中市で機討した天敵製trスフ`イカルプ

ラスは ヽ ヤ'カ プリダこの入った袋をホの社

年に殺‖すられる構造です。1回設置するだけで

その年の天敵の放飼は完了となります.ハ タニ

類発生初期の6月 上句に大統製剤スフ`イカルブ

ラスを設置した固場で よ 8月 上旬 無 設置の

間場に'ヒヘ明ら力■こ松害が少なくなりました。

これからも安全 安 心なナンの生産に向け

効果的な防Ft法の検E■と導入を進めていきます。

●●◆,◆◆●●●●●●◆今●●●(◆ ●◆)●●◆●◆●◆●●●●●◆(◆ ●

0障 京普及ネットJ会長募集

東京都の優業改侵普及センク
ーと霞実菩 旗葉関係者を格ホメ

ーリングリスト「とうきよう晋穴ネットJ新規会民を

壊集しています。こ希留の方|ま下記サイトをこ覧いただき 電子メ
ールまたはお近くの躍葉改寝普旋 ンタ

ーヘご連

絡下さい。(サイト名は とうきよう普及ネットです )

い(lol// 1 t i l w  s a n g y o  r o o o  m e t r O  i O kッo,pフnorin′no8vo /ぃogyo_ Oヽ p′fu kッu nei / r u  kソunet h i n l
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●表紙写真 :細京村の茶畑にて

◆お問い合わせは下記まで

産業振興事務所中央旗章改良普及センタ
ー     を 0424659862

穣業振EB事揃所中央撰業餃農普及セツタ
ー京部分雪 t10336786905

樫葉振興事務所中央震葉改良普及センタ
ー茜部分宝 00333119950

農様振EB事務前西多摩凄茶改良普及センタ
ー    な 0428312374

樫禁振衷事務而奇争嬢理葉敵良普及センタ
ー    '0426745971

隈当偏栗事務前1損輿課                    0 0 4 2 5 4 3 5 0 5 9

rを,ど,ぅoェィンフォメーショIIDIコ劇"栞!ま,i雪
軍成26「r5月 1日毎i  lFttE日
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